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「『見えない誰か』のために」
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ニュースで増税という言葉を聞くと正直悪い印象でしかなく、何に税金が使われているのかが気になり調べた。その結果、一番多く占めていたのは社会保障で約三割だった。その中には医療保険もあり、自分にとってとても身近なものだった。医療機関にかかったときに払う金額が三割だったり、薬代が無料なのもこの社会保険のおかげだと知った。私は中学生のころ虫垂炎になり、手術して入院することになった。調べてみたところ保険適用されたときとされないときでは三十万～六十万ほど違った。それほど違えば家計の負担も大きく違う。実際に、先進国の中で唯一国民皆保険制度のない米国では虫垂炎などのありふれた病気でホームレスになってしまうことがあるそうだ。もし、税金がなかったら今の生活とは違ったかもしれない。
社会には年齢も生活環境も健康状態も違うさまざまな人たちが暮らしている。その中の誰もがずっと順調に暮らしていけるわけではない。自分が困っているときには誰かに助けてもらい、自分に余裕があるときは誰かを助ける側になる。税金はその助ける側と助けられる側を繋ぐ役割も持っており、今の自分に必要のないものでも誰かにとってはなくてはならないものを支える存在だ。
だからこそ、ただ税金を納めるのではなく「税金が何に使われているのか」「本当に必要なところに使われているのか」など税金の使い道について考えることも社会の一員としての責任だと思う。
高校生の私が納める税金は消費税くらいだ。しかし、数年後には社会に出て、自分で働いて、今より多くの税金を納めることになる。その時に「自分のお金が減る」と考えるのではなく、「誰かを支える側にいる」と考えられる人になりたい。税金は自分だけでなく、顔も名前も知らない誰かの生活も支えている。そして、いつかはその誰かに支えられる日が来るかもしれない。つまり、税金は見えない誰かと私たちを繋ぐ社会の支えなのだ。
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